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改めて見直す伝統的な組織活性化策 

“競争原理”はどこまで“有効”か？ 
◇◆◇ 競争しない“風潮”が当たり前になる中で… ◇◆◇ 

  

 
 

 “競争”は、確かに“本気”や“やる気”を呼び起

こす効果的な方法の１つです。しかし業務が多様化し、

相互“比較”が難しくなる中、徐々に“社内競争の場”

が小さくなっているのではないでしょうか。 
 そして、それが“組織活力低下の原因”だと指摘す

る人もいます。ただ、現在のような状況下で、シンプ

ルな“競争原理”を組織に持ち込むことは可能なので

しょうか。それが、ここでのテーマです。 

  

 


